
Windows7
Windows Server2008R2 対応
Kaspersky Endpoint Security for Windows（KES）

レガシーOS対応状況 KES for Windows 12.4 （一部）

・Windows 7 （Service Pack 1 以降）

Home / Professional / Ultimate / Enterprise 

・Windows 8 および8.1
Professional / Enterprise

（※Windows XPについては別製品で対応可能です）

・Windows Server 2008 R2（ Service Pack 1 以降）

Foundation / Standard / Enterprise / Datacenter

・Windows Server 2012 および2012 R2
Foundation / Essentials / Standard / Datacenter 

詳細なシステム要件は以下URLから参照ください。

こんなお悩みに最適！

Windows7やWinsows2008R2など、

サポートが終了したOSを使い続けなければならない事情がある。

それらに対応するセキュリティソフトが無い、

または今使ってる製品がサポートを終了した・・・。

Kaspersky Endpoint Security 
for Windowsは対応しています！

https://support.kaspersky.co.jp/kes-for-windows/12.4/127972

最新のKES for Windows 12.4のサポート期限：2027/1/18
今後リリースされるバージョンでもレガシーOSがサポートされ、対応が延長される可能性がございます。
製品サポートライフサイクルについては下記でご確認が可能です。
https://support.kaspersky.co.jp/corporate/lifecycle

https://support.kaspersky.co.jp/kes-for-windows/12.4/127972
https://support.kaspersky.co.jp/corporate/lifecycle
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どのようにして古いOSを守るのか

最も重要なことは、事前の感染予防を行うこと。
古いOSを利用する場合、できるだけネットワークから切り離し、外部デバイ
スを接続せず、決まったアプリケーションのみ利用することが望ましいです。
そして万が一侵入されてもマルウェアの実行を阻止し、
攻撃を無効化する次世代型多層防御機能を実装しましょう。

Windows7でも動作するKasperskyの次世代型多層防御

脆弱性スキャンとパッチ配信

・感染に利用される脆弱性を自動で修正し、侵入
経路の穴を防ぐ。OSはパッチが適用できなくても、
サードパーティ製アプリケーションは修正しましょう。

予
防

アダプティブアノマリーコントロール

・攻撃に利用される正規ツールの動作を監視し、
通常と異なる使い方の場合その動きをブロック。
Emotetやランサムウェア本体のダウンロードを阻止。

侵
入
検
知

HuMachineテクノロジー ネットワーク脅威対策（IPS/IDS）

ビッグデータとAI解析、エキスパート（人）の知見
を融合し、未知の攻撃も検知。

脆弱性を突く外部からの不正アクセスや攻撃を検知。
外部からの侵入を阻止する。

実
行
防
止

ふるまい検知と脆弱性攻撃ブロック

実行ファイルの脆弱性を突く攻撃や、ファイル変更の
怪しい動きをブロック。
システムプロセスのメモリも保護するため、ファイルレスマ
ルウェア対策に効果的。

プログラムを分析し信頼性の低いアプリから変更が
出来ないように設定することが可能。

ホスト侵入防止

WMIWindows 
Management 
Instrumentation Power Shell


